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＜連絡事項＞
・特記事項なし
＜患者様連絡事項＞
・佐々木　淳様～地域移行支援事業所田澤氏と計画相談事業所中野渡氏の迎えで、看護スタッフ付き添いで「八太郎山の家」へ外出されています。
・千葉　光広様～ガスの元栓や電気コード類いじり、破損する可能性があるため、各時間チェックシートを作成していますので各勤務帯で異常の有無を点検していくこととします。
＜要注目患者様＞
・原　吉郎様～作業には拒否なく取り組まれています。独語は聞かれず、不調の訴えもあ
りません。
・角濱　義弘様～作業には顔出しのみですが参加する事ができています。帰棟後、自室とホールを行き来し、和室コーナーで他患者様との交流も見られており、詰所の様子を伺っている事はありますが、スタッフに対して訴える事もありません。
・鈴木　知子様～日中はホールで1人で雑誌を読んだりして過ごしており、幻聴の訴えも聞かれていますが。声かけには笑顔見られており切迫した様子はありません。昼食移動時ホールで座っているため、スタッフ声掛けで移動されてましたが、途中で戻ってくる為再三の促しにてスタッフと一緒にレストランに移動されています。
・沼端　恵子様～午前中ＯＴ参加していましたが、ＯＴスタッフより嘔気があるため帰りたいとの訴えあったと連絡あり。スタッフが迎えに行くと出口付近で待っており、「金曜日だから帰る。」とのことを理由に途中退席し帰棟後は、バイタルサイン異常なく、自室と詰所前を行き来し体調不良の訴えなく過ごされています。
＜田名部Ｄｒのケース検討・退院支援委員会会議＞

・成田　富士子様～最近の様子としても特に変わりはなく経過していますが、退院や金銭面についてPSWとの面談を希望しており今後について尋ねています。今後の身体治療の必要性や金銭面での自立も目指し、生活スキルの習得、円滑な対人関係構築の確立をしていく必要があることを説明しています。現在は特に対人場面で感情的になっていることあり洗面所でのトラブルについても主治医へ伝えています。臨時薬は同内容で7日分継続処方となっています。

・高橋　伸治様～最近の様子としても特に変わったところはなく経過している。夜間の睡眠はとれていて食事摂取もできている。身体面では、失調性歩行や上肢の過伸展はこれまで同様にみられるが、日常生活面では特に支障なく過ごしている。作業療法は参加していてロジックを行っている。精神症状面では、情意鈍麻や思考・談話の貧困さはあるがそれなりに安定している。臨時薬は同内容で7日分継続処方となっています。

・斎藤　光枝様～最近の様子としては、特に変わりはないと思われますが、スタッフや他患者に対して、挨拶を一度したことを忘れて、数回、短時間のうちに繰り返していることがあったことが報告されています。やはりアルコール性認知症の症状があると考えられていますが、その他の、見当識障害や作話等の症状は特にありません。身体面でもこれまで通りに歩行器使用して移動ができている。臨時薬は同内容で7日分継続処方となっています

・松川　久雄様～最近の状況としては、12月31日～1月2日まで外泊を行ってきているが、
水道が使用できない状況であるため水汲みはしてきたようであり、それで無難に過ごせたようである。精神症状的に、飲酒欲求なども生じることがなかったという。思考面・談話面でも、認知機能が悪化した様子はないと思われる。臨時薬は同内容で7日分継続処方となっています。
・織笠　健太郎様～最近の様子としては特に変わりはなく経過していますが、入浴後にバスタオルを使用していなかったとみられるようなシャツの濡れがあったことが観察されていることが一度あったようです。まだ、本人は否定していても「ウイルス」汚染についての妄想はあると考えられます。その他は、作業療法にはこれまで通りに参加ができているなど落ちついていることが多いです。臨時薬は同内容で7日分継続処方となっています。

・高橋　義明様～最近の様子としては、特に変わりはなく経過していますが、前回、眠前の処方を増量していたところ、睡眠状況は覚醒あり。早朝早くから覚醒し、廊下の電気をつけており、ホールから新聞を持っていき、廊下で読んでいることが見られていることあり。その他は作業療法に参加して、塗り絵などに取り組んでいます。今後は青山荘へ入所出来るように看護介入していきます。アリピプラゾール(12)　1T　1×夕から1T　1×朝へ飲み方変更となり7日分処方となります。
　・鈴木　知子様～最近の様子としては、12月31日～1月1日に姉同伴で外泊を行ってきています。その期間は、姉から見て、幻聴があるようであったり猜疑的・妄想的な言動も見られていたようです。病院内でも、自己臭を他人に気づかれている、といった言動がまだ聞かれることあり。1月4日からブロナンセリン追加として、症状の軽減を図るようにしています。リスペリドン4mgがOFF、ブロナンセリン12mgから24mgに増量となり7日分処方となっています。
・飯豊　信雄様～最近の様子としては特に変わったところはなく経過していて、夜間睡眠はとれていて食事摂取もできています。身体面でも不調の訴えはありません。普段の過ごし方としては、これまで同様に作業療法に参加して計算問題等に取り組んでいます。精神症状的に、空笑は見られることがありますが、それ以上に病的症状に影響された行動は見られません。臨時薬は同内容で7日分継続処方となっています。
・尾嵜　マリ子様～最近の様子としては、12月31日～1月2日まで妹様同伴で外泊に出かけています。外泊中は、特に精神症状の悪化もなく、服薬もできて夜間睡眠もとれ、活動性はあまりなかったと話されています。病院内でも変わりなく過ごしていて、普段は作業療法に参加を続けて、妄想言動などもなく経過しています。食事の際、汁物をこぼす事が多くなってきているため栄養へ明日からコップに変更していくこととしています。臨時薬はブロチゾラム（0.25）1Tからニトラゼパム(5)1Tに変更、ツムラ麦門冬湯エキス顆粒2包　2×朝夕後から1包　1×昼　7日分処方。右肩から腕の痛み訴えあり。ハップスター1袋、処方となっています。
・千葉　光広様～1月4日検査の心電図結果としては特に異常はありません。1月6日に転入となっています。青山荘内での器物破損行為が実際に職員に目撃されたことによりますが、入院後はそうした不穏な行動は見られずに経過しています。他の精神症状としても、これまでと同様に全体的に精神運動の緩慢さが目立ちますが、病棟内では他者交流も見られ落ち着いて過ごされています。
＜ＳＳＴミーティング＞
・今週の振り返りと来週の目標
